






























（ 情報 、 情報 、 情報 、からの選択）からである。 年からは 社会と情報 、
情報の科学 の中で行われている。中学では技術家庭科で行われていた。
国際的に、低い年齢からのプログラミング教育が注目されていることもあり、新学習指導
要領では、 年より小学校で プログラミング体験 の学習が始まることとなった。中学
では 年より技術家庭科で取り入れられる。高校では、平成 年 月の新学習指導要領
生きる力 ）において、 年度より必修の新教科 情報 が設置されることが示され
た。 情報 は、大学入試の新共通テストに出題されることが予想されている。












































































ムである バブルソート を で作成・実行した。
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） 朝日ネットが開発・運営している ベースの授業支援システム（




















































ムである。プログラミングの つの基本処理ののうちの つ、 順次処理 と 繰り返
し 、がゲーム感覚で学べる。 アルゴロジック は、 アルゴロジック の つの基本


















調査項目は、中尾 等（ ））が使用した プログラミングに対するイメージ（ 項
目） 及び プログラミング学習に対する意識（ 項目） である。具体的な質問項目は、後
のアンケート結果の表に挙げることとする。表の最初の 項目（項目 項目 ）までが
プログラミングに対するイメージ（ 項目） であり、残りの 項目（項目 項目 ）










































前半の項目 項目 までが プログラミングに対するイメージ（全 項目）













































































































また、同内容である質問項目 項目 単純 複雑 は下がり、 項目 難しい 易し
い は上がっており、矛盾しない結果となっている。内容を 複雑で難しい と想像して身
構えていたのが、見た目も内容も“やさしめ”の教材のおかげで、 単純で易しい にシフ
トしたことが確認できる。




図 項目 分かりにくい 分かりやすい
図 項目 単純 複雑 と 項目 難しい 易しい
次に、評価の平均のグラフで、評価内容がネガティヴな方向に下がった項目について検討
する。








新しい から 古い へシフトさせたのではないか。
生活や社会の中で、情報環境が大きく変化している真っ只中にある今の学生が、どのよう
なものを 古い あるは 新しい ととらえる傾向にあるのかは、今後調査してみたい課題
である。
項目 人間的 機械的 が下がった
これは、 最初のビジュアルな作業から、最後の文字ばかり打つ の作業へ進め
たので、 機械的 に振れることがあるかも と予想していたが、やや意外な結果であっ
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図 項目 スマートでない スマートである と 項目 楽しくない 楽しい
図 項目 古い 新しい
プログラミング的思考の学習体験に関する学習者の評価（小林・佐藤）
た。このように回答したものは 名いる。このうち 名は自由記述欄に 打つのが大変 と
書いている。もう 名はパソコン操作が苦手であり、入力に相当苦労していた者である。こ
のことから、簡単な作業なら 機械的 、面倒な作業をすると 人間的 と感じている、と
いう可能性があるのではないか。高度な情報環境が当たり前になった学生にとって、どう
いったことを 機械的 あるいは 人間的 ととらえるのか、今後調査してみたい。
また、上がった者の多かった項目の評価を、下げた者もいるので、ここで取り上げてみる
ことにする。



















































（ 年 月 日アクセス）
．小学校段階におけるプログラミング教育の在り方について（議論の取りまとめ）
（ 年 月 日アクセス）
．松村 太郎、山脇 智志 プログラミング教育が変える子どもの未来 の時代を生きるため
に親が知っておきたい つのこと 翔泳社（ ）
．アルゴリズム体験ゲーム・アルゴロジック
（ 年 月 日アクセス）
． 専用サイト
（ 年 月 日アクセス）
．中尾茂子、安達一寿 プログラミング学習に対するイメージとコンピュータ親和度との関
連 、教育情報研究、 （ ）

